
宮
城
い
き
い
き
学
園

第
21
回
仙
南
校
文
化
祭
レ
ポ
ー
ト

唄
に
　
踊
り
に
大
盛
況
！
　

20
期
生　

山
上　

利
昭

　

9
月
29
日
に
『
平
成
24
年
度
宮
城
い
き

い
き
学
園
第
21
回
仙
南
校
文
化
祭
』
が
岩

沼
市
民
会
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

仙
南
校
の
1
・
2
年
生
、
諸
先
輩
方
、
賛

助
出
演
の
岩
沼
こ
ば
と
幼
稚
園
ゆ
り
組
の

良
い
子
の
皆
さ
ん
な
ど
大
勢
の
方
々
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
熱
気
に
溢
れ
た
文
化
祭

に
な
り
ま
し
た
。　

ま
ず
舞
台
部
門
は
、

太
極
拳
・
民
謡
・
社
交

ダ
ン
ス
な
ど
各
ク
ラ
ブ

活
動
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
。
太
極
拳
は
こ
の
日

の
た
め
に
練
習
に
励
ん

で
き
た
成
果
と
し
て
入

門
太
極
拳
「
紫
の
霧
」

を
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
民
謡
は
宮

城
県
を
代
表
す
る
祝
い

唄
で
あ
る
「
さ
ん
さ
時

雨
」
や
「
大
漁
唄
い
込
み
」
を
発
表
。
社
交

ダ
ン
ス
は
ス
ク
エ
ア
・
ル
ン
バ
「
時
間
を
止

め
て
」
を
初
心
者
な
が
ら
も
全
員
が
揃
っ
て

踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

舞
台
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
は
各
学
年
の

寸
劇
で
す
。
1
年
生
に
よ
る
寸
劇
は
「
ふ

る
さ
と
の
四
季
」。
コ
ー
ラ
ス
や
踊
り
で

見
事
な
舞
台
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。
2

年
生
は
歌
と
踊
り
で
綴
る
「
支
倉
常
長
物

語
」。
平
成
の
今
も
我
が
郷
土
の
誇
り
と

し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
支
倉
常
長
の
生

き
ざ
ま
を
演
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
舞
台

の
最
後
は
い
き
い
き
学
園
伝
統
の
「
こ
れ

か
ら
音
頭
」
を
会
場
の
皆
さ
ん
と
学
園
生

全
員
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
で
は
カ
メ
ラ
・
パ
ソ
コ
ン
ク

ラ
ブ
も
参
加
し
、
絵
画
や
写
真
な
ど
力
作

揃
い
の
１
３
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
部
門
で
は
バ
ザ
ー
に
た
く
さ

ん
の
方
の
来
場
が
あ
り
、
今
年
も
大
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

▲�岩沼こばと幼稚園の皆さん

▲�社交ダンスのスクエア・ルンバ

▲�多賀城高等学校吹奏楽部による演奏

▲浦浜念仏剣舞

▲SCKガールズ

▲総合閉会式での大会旗引継ぎ

音
楽
文
化
祭

　

14
日
の
音
楽
文
化
祭
（
東
京
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
）
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｋ
ガ
ー
ル
ズ

（
気
仙
沼
か
ら
誕
生
し
た
ご
当
地
ア
イ
ド

ル
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
皮
切
り
に
、
多
賀

城
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
や
浦
浜
念
仏
剣
舞

（
岩
手
県
）
な
ど
、
県
内
外
８
団
体
の
出
演

に
加
え
、
ゲ
ス
ト
に
加
藤
登
紀
子w

ith

み

ち
の
空
を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
出
演
者
全
員
が
ス
テ

ー
ジ
に
集
合
し
て
、
来
場
者
全
員
と
一
緒

に
「
わ
せ
ね
で
や
」
を
歌
い
、
会
場
全
体

が
一
体
と
な
る
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
盛
り

上
が
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
事
務
局
に
よ
る
と
、
今
大
会
開
催

期
間
中
の
、
４
日
間
の
参
加
者
数
は
選
手

や
関
係
者
及
び
観
客
も
含
め
、
延
べ
51
万

人
で
、
18
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
を

は
じ
め
、
宮
城
県
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
イ
ベ
ン
ト
や
健
康
・
生
き
が
い
関
連
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
世
代
や
地

域
を
超
え
た
多
く
の
交
流
の
輪
が
広
が
り

ま
し
た
。

総
合
閉
会
式
～
高
知
県
大
会
へ
～

　

全
日
程
を
終
了
し
、
16
日
に
総
合
閉
会

式
（
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
思
い
出

や
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
会
期
を
振
り

返
っ
た
大
会
メ
モ
リ
ア
ル
映
像
が
上
映
さ

れ
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
意
義
を
改
め

て
確
認
す
る
に
相
応
し
い

式
典
で
し
た
。

　

来
年
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
は
高
知
県
大
会
で
す
。

大
会
旗
が
村
井
宮
城
県
知
事
か
ら
岩
城
高

知
県
副
知
事
に
手
渡
さ
れ
、
ふ
れ
あ
い
の

輪
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
世
代
を
中
心
と
す
る
本
大
会
は
、

そ
れ
を
支
え
る
子
ど
も
か
ら
壮
青
年
、
高

年
の
方
の
協
力
が
必
要
で
す
。
各
種
競
技

や
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
、
そ
れ
ら
の
世
代

が
地
域
を
超
え
て
一
体
と
な
り
、
感
動
や

喜
び
、
出
会
い
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
宮
城

県
内
に
お
い
て
震
災
後
初
の
全
国
規
模
の

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
本
大
会
で
は
、
震
災
に

よ
る
復
興
へ
の
歩
み
、
そ
し
て
全
国
か
ら

の
支
援
へ
の
感
謝
も
発
信
す
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

▲フィナーレで「わせねでや」を大合唱

　
平
成
25
年
度
は
高
知
県
で
「
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知
２
０
１
３
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
参
加
希
望
な
ど
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

い
き
が
い
健
康
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
２
（
２
２
３
）
１
１
７
１

宮城いきいき

シニア
だより

県内にお住まいの
元気シニアを紹介
します！

7
vol.565  2012年 12・1月号 6

vol.565  2012年 12・1月号


